
 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月３日（火）、臼杵市小中学校校長研修会に参加しました。校長会が自主的に行う研修である
ので、皆さんやる気に満ちあふれていました。私も校長先生とゆっくりお話しができ、多くのこ
とを学ばせていただきました。このような機会を頂き誠にありがとうございました。  

 
 

↑校長先生が願う、これらの力（資質・能力）を
子ども達に育成するためには、学校をあげて組織
的、計画的に取り組むことが大切です。また、教職
員だけでなく、地域、保護者と共に、目的を共有し
て協働することが有効です。  
そのための道具が「学校評価の４点セット」であ

り、検証・改善の視点となるものが「学校マネジメ
ントの４観点」なのです。  
道具は使う物、使いこなす物です。その道具の使

い方について、共に考えるのが我々の役割です。こ
れからも、「お役に立つ」教育事務所を目指します。  
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自校の子どもにつけたい力は？ 
参加された校長先生から（一部抜粋）  

自分の思いや考えを発信できる力（相手軸で説明できる力） 

聞く力、自ら考え行動する力、読解力、言語力、表現力、 

言語能力、人とつながる力（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力）  

問題発見・解決能力（新たな課題に対して、自ら考え、人

と協力して工夫して粘り強く解決する力  等）、  

健康・安全・食に関する力（現代的な諸課題に対応）  

学びに向かう力、粘り強くやり遂げる力、たくましさ、  

人に優しい心豊かな人間力、相手の立場に立って行動する

力、自分で考え、自分で判断し、自ら率先して行動する力  

やる気と笑顔にあふれた「臼杵市小中学校校長研修会」 

 


